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※以下の項目を参考の上で作成をしてください（様式は自由です）。 

実習企業・機関 公益財団法人秋田観光コンベンション協会 

実習期間 平成 30 年 8 月 2 日 ～ 平成 30 年 8 月 7 日 

学生氏名 石田 成美 

実習プログラム ○実習期間 

 8 月 2 日～3 日、5 日～7 日 

○1 日目 8 月 2 日木曜日 

 09:00 竿灯祭り準備 

  掲示物作成 

 13:00 竿灯祭り準備 

  物資運搬 

 16:50 日誌作成 

 17:00 終業 

○2 日目 8 月 3 日金曜日 

 09:00 竿灯祭り準備 

 13:00 屋台村設営準備 

 15:00 販売および県外客への案内 

 22:00 日誌作成 

 22:30 終業 

○3 日目 8 月 5 日日曜日 

 09:00 竿灯祭り作業 

  雨天対応作業 

 13:00  資料読み 

 14:00 物品販売及び県内外客への案内 

 22:00 日誌作成 

 22:30 終業 

○4 日目 8 月 6 日月曜日 

 09:00 昼会場にて物品販売及び妙議会案内 

 13:00 秋田駅で物資輸送 

 14:30 中央会場で物品販売及び県内外客への案内 

 23:00 日誌作成 

 23:20 終業 

○5 日目 8 月 7 日火曜日 

 08:00  片付け作業 



 13:00  片付け作業 

 16:30 日誌作成 

 17:00 終業 

学び・気づき 

（300 字程度） 

 今回のインターンシップでは報告･連絡･相談の重要性とそれによる対外信頼度へ

の関係を学ぶことができました。多くのときで臨機応変に動くことが大切だとも教え

られましたが、しっかりと下準備を指定いれば臨機応変に動く回数も少なくなるとも

感じましました。よってイベントや大規模企画の際にはそれらの準備を徹底し、報告･

連絡･相談の体制を確立させることが外部の協力している企業・団体の信頼にもつな

がると学びました。 

 また掲示物をもって相手に伝える場合相手に何を伝えるかということを第一にデ

ザインを考えるべきだということも学びました。凝ったデザインの掲示物は人の目を

引くことはできますが何を伝えるかという点では難しくなることもあります。そのた

めデザインは伝えることは前面に出しシンプルなものでもよいということを改めて

考えさせられました。 

今後に向けた 

抱負 

（200 字程度） 

 今回のインターンシップで上記のことができました。上記のことは普段の生活や団

体活動においても大変役に立つことが多くこれらのことをしっかりと見に付けたい

と思います。そして将来今回のようなイベントや大規模企画に携わることもあると思

うので、これらを発揮できるよう十分に準備し、ふるさとのため、地域のためになれ

るよう学び、成長したいと思います。 

インターンシッ

プをして気づい

た、実習先の魅力 

（300 字） 

 秋田の観光を支える裏方であり、その窓口だと感じました。さまざまな企業・学校

から依頼要請を受け企画を担当し、秋田の観光やイベントを盛り上げるべく裏方に徹

している団体だと感じました。秋田には多くの観光分野で目立つところがありますが

それらを発信するには多くの企業や団体が必要です。その多くの秋田の企業・団体と

協力しこれからますます弾みがつく秋田の観光の一役買える団体であると感じます。 



写真（1～3 点）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


